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ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

企
業
を
装
う
メ
ー
ル
に
注
意
！

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
広
島
県
内
で
、
携
帯
電
話
会
社
を
装
っ

た
詐
欺
メ
ー
ル
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
の
連
絡
先
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
｢訴
訟
が
起
こ
さ
れ
て
い

る
」
と
言
わ
れ
て
お
金
を
要
求
さ
れ
、
コ

ン
ビ
ニ
の
電
子
マ
ネ
ー
や
宅
配
便
で
現
金

を
送
り
、
合
計
３
４
０
０
万
円
を
だ
ま
し

取
ら
れ
ま
し
た
。

●
電
話
や
メ
ー
ル
で
お
金
を
要
求
さ
れ
た
と
き
は

詐
欺
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
の
よ
う
な
不
審
な
メ
ー
ル
が
届
い
て
も
、
絶

対
に
連
絡
先
に
問
い
合
わ
せ
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

広
島
県
警
防
犯
情
報

休みの日には、三原市のおじいちゃんの
家に集まって遊ぶ、行長勇人君（10）と篤人

君（８）兄弟（両端）、行長倖乃ちゃん（７）と侑己君
（３）姉弟（中央とその右）、元矢結唯ちゃん（３）。
いとこ同士の５人は、みんなとても仲良しです。
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三
次
市
東
河
内
町

岩
崎 

照
行
さ
ん（
75
）

い
わ 

さ
き

て
る  

ゆ
き

　
損
害
評
価
員
を
務
め
て
16
年
に
な
り

ま
す
。
損
害
評
価
は
農
家
間
で
公
平
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
と
て
も
重

要
な
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
個
人
農

家
が
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
農
家
の
考

え
方
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
評

価
す
る
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
近
年
は
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
害
が

増
え
、
対
策
に
苦
労
す
る
農
家
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
地
域
農
業
が

発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、
一
緒
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

　
獣
医
師
と
し
て
広
島
市
に
就
職
し
て

７
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
、
農
林

水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
で
牛
の
診
療
や
人

工
授
精
、
体
外
受
精
な
ど
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

　
写
真
と
ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
で
、
一
眼

レ
フ
の
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
写
真
を
撮
り

に
動
物
園
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着
い
た

ら
、
尾
道
の
千
光
寺
か
ら
望
む
景
色
や

猫
の
写
真
を
撮
り
に
行
き
た
い
で
す
。

児
森 

清
香
さ
ん
(30
）

こ

　も
り

さ
や  

か

広
島
市

き
ら
り

ご利用料金の
確認が

取れておりま
せん。

本日中に
03-〇〇〇〇-

〇〇〇〇

お客様サポー
ト迄

ご連絡下さい
。

ゆき なが  はや と あつ  と

ゆきながゆき の ゆう  き

もと   や     ゆ       い

特  

集 
収
入
保
険
が

お
す
す
め
で
す
!!

収
入
保
険
が

お
す
す
め
で
す
!!



基準収入
保険期間
の収入

【 保 険 料は 5 0％、積 立 金は
75％の国庫負担を適用した金
額です。別途、付加保険料（事
務費）が2.2万円かかり、掛金
の合計は32.5万円です】

保険料（掛け捨て）

7.8万円

積立金（掛け捨てでない）

22.5万円

掛 金掛 金 保険金等保険金等

　
農
業
者
ご
と
に
、
過
去
の
収
入
か
ら
基

準
収
入
を
設
定
し
ま
す
。
保
険
期
間
の
収

入
(青
色
申
告
す
る
販
売
収
入
）
が
基
準
収

入
の
９
割
（
補
償
限
度
）
を
下
回
っ
た
場

合
に
、
下
回
っ
た
額
の
９
割
（
支
払
率
）

を
保
険
金
等
（
保
険
金
・
特
約
補
て
ん

金
）
と
し
て
支
払
い
ま
す
。
(最
大
の
補
償

を
選
択
し
た
場
合
）

ど
の
よ
う
に

補
償
さ
れ
る
の
？

　
台
風
や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
農
家
経
営
に
大
打
撃
を
与

え
て
い
ま
す
。
農
家
経
営
を
幅
広
く
支
え
る
「
農
業
経
営
収
入
保
険
制
度
｣（
以
下
収
入

保
険
）
で
は
、
令
和
元
年
度
の
加
入
者
の
約
４
割
の
方
に
保
険
金
等
を
お
支
払
い
し
ま
し

た
。
収
入
保
険
の
仕
組
み
を
改
め
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

災害で
作付不能に
なった

災害で
作付不能に
なった自然災害や鳥獣害などで

収量が下がった
自然災害や鳥獣害などで
収量が下がった

取引先が倒産した取引先が倒産した

盗難や運搬中の事故
にあった

盗難や運搬中の事故
にあった

けがや病気で
植付・管理・収穫が

できない

けがや病気で
植付・管理・収穫が

できない

倉庫が浸水して
売り物にならない
倉庫が浸水して
売り物にならない

×× ××

××

××
コロナ禍で輸出が頓挫したコロナ禍で輸出が頓挫した

市場価格が
下がった
市場価格が
下がった

補償内容の選択によって
保険料等は安くできます。

ご自分で試算したい場合は、
NOSAI広島のホームページでも

簡単に行えますので
ご利用ください。

内容説明や見積もりなど
個別に対応いたしますので、

お気軽に各支所等へ
お問い合わせください。

加
入
受
付
中
で
す
!

ぜ
ひ
、
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

加
入
受
付
中
で
す
!

ぜ
ひ
、
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

特 集

これらの場合による
収入の減少が

補償の対象です

令和
2年

令和
3年

令和
4年

確定申告後～6月

❹保険金等の
　請求・支払い

～11月 

❶加入申請手続き

12月

❷保険料､積立金、
　付加保険料の納付

NOSAI全国連が内容を
審査後、保険金・特約補
てん金を支払います。

　
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
（
個

人
・
法
人
）
が
対
象
で
す
。
加
入
申
請
時

に
青
色
申
告
の
実
績
が
１
年
以
上
あ
れ
ば

加
入
で
き
ま
す
。

　
青
色
申
告
に
は
、
簡
易
な
方
法
も
あ
り
ま

す
が
、
現
金
主
義
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

加
入
す
る
に
は

　
自
然
災
害
は
も
ち
ろ
ん
、
価
格
低
下
な

ど
を
含
め
た
農
業
収
入
の
減
少
を
総
合
的

に
補
て
ん
す
る
制
度
で
す
。

　
新
し
い
品
目
の
導
入
や
販
路
拡
大
な
ど

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う
方
に
も
お

す
す
め
で
す
。

収
入
保
険
と
は

　
自
然
災
害
に
よ
る
収
入
減
少
に
加
え
、
価
格

低
下
や
取
引
先
の
倒
産
な
ど
、
農
業
者
の
経
営

努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
あ
ら
ゆ
る
原
因
に
よ

る
収
入
減
少
を
補
償
の
対
象
と
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
収
入

さ
ま
ざ
ま
な

経
営
リ
ス
ク
に
対
応

　
農
業
者
が
保
険
期
間
中
に
自
ら
生
産
・

販
売
す
る
農
産
物
の
販
売
収
入
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
簡
易
な
加
工
品
も
補

償
の
対
象
で
す
。

幅
広
い
農
産
物
の

収
入
を
補
償

自己責任部分

支払率（9０％を上限として選択）

積立方式で補てん
保険方式で補てん

100％
90％

（保険方式+
積立方式の
補償限度額の上限）

80％
（保険方式の

補償限度額の上限）

●過去5年間の平
均収入（5中5）
を基本

●規模拡大など、
保険期間の営
農計画も考慮
して設定

 

補
償
割
合
や
積
立
割
合
、
支
払
率
は
、
加

入
者
が
選
択
で
き
ま
す
。

   

た
だ
し
、
青
色
申
告
書
を
提
出
し
た
年
数

に
よ
っ
て
制
限
が
あ
り
ま
す
。800万円なら … 90万円

700万円なら … 180万円

500万円なら … 360万円

対
象
と
な
る
損
害

積立金は、補て
んに使われな
ければ 翌 年に
持ち越します。

申
込
期
限

11月末
事業開始1カ月前

個人
法人

納
付
期
限

12月末
事業年度の
開始前月末

個人
法人

1月～12月
事業年度の1年間

個人
法人

補てん方式のイメージ図 青色申告書の提出年数が
５年以上の場合

掛金や保険金等の目安は？ 基準収入1,000万円で
最大の補償の場合

加入手続き等のスケジュール 保険期間が令和３年１月～
12月の場合

が
お
す
す
め
で
す
‼

が
お
す
す
め
で
す
‼

が
お
す
す
め
で
す
‼

険険

入入
保保

収収

1月～12月

❸保険期間
(税の収入算定期間と同じ）

保険期間の
収入が

保険金
等は

収
入

減
少
収
入

減
少

保
険
期
間

特 集 険険入入保保収収 がおすすめです‼がおすすめです‼

03 022020  第26号



水稲・野菜

野菜

花

北広島町

多川 純利さん (34)
■ホウレンソウ145㌃
　（ハウス32棟＝70㌃、露地75㌃）

庄原市東城町

渡辺 諒さん （26）
■輪ギク・小ギク・
　スプレーギク１.３㌶

株式会社 恵 代表取締役
世羅町

宮迫 恒也さん (58）
■水稲約41㌶、スイートコーン・
　キャベツ・広島菜など計16㌶

　
繁
忙
期
に
は
10
人
の
パ
ー
ト
さ
ん
を
雇
い
、
周

年
で
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
２
０

１
３
年
に
農
業
を
始
め
、
徐
々
に
面
積
を
拡
大
し

て
き
ま
し
た
。
最
近
は
ど
こ
で
大
き
な
災
害
が
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
し
、
今
後
さ
ら
に
規
模
拡
大

す
る
に
は
補
償
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
時
、
収
入
保
険
の
こ
と
を
知
り
、
昨

年
、
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
決
め
ま
し
た
。
加
入

し
た
こ
と
で
、
ハ
ウ
ス
を
増
や
し
、
露
地
で
の
栽

培
に
も
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
動
コ

ン
ベ
ア
の
導
入
で
作
業
効
率
ア
ッ
プ
を
図
り
、
一

日
の
収
穫
量
１
５
０
㌔
、
冬
場
は
２
０
０
㌔
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

　
夏
場
の
栽
培
は
難
し
い
で
す
が
、
農
業
の
仲
間

た
ち
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
品
質
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
安
心
し
て
農
業
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
地
元
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

規
模
拡
大
を
後
押
し

　
こ
こ
数
年
、
梅
雨
明
け
が
遅
く
、
そ
の
後
に
高

温
が
続
く
と
い
う
天
候
で
、
米
と
野
菜
の
収
量
・

品
質
が
低
下
す
る
作
柄
が
続
い
て
い
ま
す
。
昨
年

は
、
天
候
の
影
響
に
加
え
て
獣
害
も
増
え
、
見
込

み
に
対
し
４
割
の
収
入
減
少
に
な
り
ま
し
た
。
収

入
保
険
で
は
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
野
菜
へ
の
補

償
が
あ
る
こ
と
が
大
き
い
と
感
じ
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
に
株
式
会
社
化
し
、
社
員
が
10
人

い
ま
す
。
新
た
な
品
目
に
挑
戦
し
た
り
、
面
積
を

拡
大
す
る
場
合
、
失
敗
す
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
で
す

が
、
収
入
保
険
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
思
い
切
っ
て

挑
戦
で
き
ま
す
。

　
異
常
気
象
や
増
え
続
け
る
獣
害
で
、
当
た
り
前

に
農
業
が
で
き
な
い
状
況
で
す
。
せ
っ
か
く
農

業
を
始
め
て
も
、
売
り
上
げ
が
少
な
い
と
生
活

で
き
ず
、
や
め
て
し
ま
う
若
手
農
家
が
い
ま

す
。
不
測
の
事
態
に
対
応
で
き
る
収
入
保
険

は
、
農
業
を
す
る
上
で
す
ご
く
い
い
制
度
だ
と

思
い
ま
す
。

不
測
の
事
態
を
支
え
る

　
収
入
保
険
は
、
個
人
の
こ
れ
ま
で
の
収
入
か
ら

減
収
を
み
て
も
ら
え
る
使
い
や
す
い
制
度
だ
と
思

い
、
制
度
が
始
ま
っ
た
２
０
１
９
年
か
ら
加
入
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
８
月
、
主
力
で
あ
る
盆
用
の
キ
ク
の
市
場

価
格
が
下
が
り
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
３
割
の
減

収
が
見
込
ま
れ
た
の
で
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
に
相

談
し
、
つ
な
ぎ
融
資
を
申
し
出
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
毎
月
出
て
い
く
お
金
が
あ
る
の
で
、
11
月
に

つ
な
ぎ
融
資
が
支
払
わ
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
は
、
８
月
に
見
込
ん
だ
よ
り
も
減
収

し
ま
し
た
。
昨
年
は
、
規
模
を
拡
大
し
従
業
員

も
増
え
、
私
自
身
の
結
婚
な
ど
も
あ
っ
た
の

で
、
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
て
良
か
っ
た
な

と
思
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
花
き
業
界
は
大
き
な

打
撃
を
受
け
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
今
の
と
こ
ろ

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ど
う
な

る
か
は
分
か
ら
な
い
の
で
、
収
入
減
少
を
補
て
ん

し
て
く
れ
る
収
入
保
険
は
心
強
い
で
す
。

つ
な
ぎ
融
資
で
減
収
対
応

つ
な
ぎ
融
資
で
安
心

　
通
常
で
は
、
確
定
申
告
後
に
保
険
金
等
を
お
支
払

い
し
ま
す
が
、
確
定
申
告
前
で
も
自
然
災
害
な
ど
で

収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
無
利
子
の
つ
な
ぎ

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

加入者の皆さんの声を加入者の皆さんの声を
お届けしますお届けします

２
０
１
９
年
１
月
〜
２
０
2
0
年
10
月

11
件
　
1
億
1
9
3
6
万
円

県
内
の
つ
な
ぎ
融
資

利
用
状
況

保
険
料
等
が

融
資
の
対
象
に

保
険
料
等
が

融
資
の
対
象
に

　
収
入
保
険
の
保
険
料
と
積
立
金
が
、
実
質
無
利
子

で
制
度
資
金
の
融
資
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
規
模
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
影
響
を
受
け
ら
れ
た
農
業
者
が
対
象
で
す
。
資

金
に
は
、
農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
(Ｓ
N

資
金
)、
農
業
近
代
化
資
金
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

対
象
者
に
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
利
用
を
検
討
さ
れ
る
場
合
は
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
ま
た
は
Ｊ
Ａ
等
の
金
融
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
令
和
３
年
１
月
か
ら
当
分
の
間
、
初
め
て
収
入
保
険
に
加

入
さ
れ
る
方
は
、
収
入
保
険
と
野
菜
価
格
安
定
制
度
を
同
時

に
利
用
（
１
年
間
の
み
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
同
時
利
用
す
る
場
合
は
、
収
入
保
険
の
保
険
料
等
と
野
菜

価
格
安
定
制
度
の
生
産
者
負
担
金
の
両
方
を
お
支
払
い
い
た

だ
き
ま
す
。
ま
た
、
収
入
保
険
の
保
険
期
間
中
に
、
野
菜
価

格
安
定
制
度
の
補
給
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
、
収
入
保
険
の

補
て
ん
金
の
計
算
上
、
そ
の
金
額
を
控
除
し
ま
す
。

令和３年１月から収入保険に
加入し、野菜価格安定制度を

同時利用した場合、令和４年１月か
らも必ず収入保険に加入しなければ
いけないのですか。

Q

令和４年１月からは同時利用
できませんので、収入保険へ

の加入については、加入申請期限(個
人の場合、令和３年11月）までに判断
していただくことになります。

A

Ｑ＆Ａ同時利用に関する
野
菜
価
格
安
定
制
度
を

利
用
さ
れ
て
い
る

生
産
者
の
皆
さ
ま
へ

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

特
例
」を
設
け
ま
す

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

特
例
」を
設
け
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
令
和

2
年
の
収
入
が
減
少
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
翌
年
の
基

準
収
入
（
過
去
5
年
間
の
平
均
が
基
本
）
に
影
響
し
な
い

特
例
を
設
け
ま
す
。

令和3年新規加入者の例（経営面積が平成28年から令和3年まで同じ場合)

過去5年間の平均
（平成28年～令和2年）

900万円

コロナ特例を適用

1,000万円

令和3年の基準収入の算定に用いる
過去5年間の収入金額 令和3年の基準収入

1,000
万円

1,000
万円

1,000
万円

1,000
万円

500
万円

900
万円

1,000
万円

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 過去5年間の
平均収入

コロナ特例
を適用

5
4,500万円 コロナ特例

で影響なし

過去4年間の
平均1,000万円
に比べて半減

過去4年間の
平均1,000万円
に比べて半減

仕組み
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県
内
で
は
、
平
成
28
年
、
30
年
に
続

き
、
今
年
４
月
に
も
、
降
雪
に
よ
り
園

芸
施
設
が
倒
壊
す
る
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
９
月
に
補
償
が
拡
充
さ
れ
、
施
設

本
体
は
特
約
を
追
加
す
る
こ
と
で
建
築
価

額
ま
で
補
償
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
未
被
覆
の
期
間
も
本
体
部
分

を
補
償
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の

で
、
雪
害
に
備
え

て
園
芸
施
設
共
済

へ
の
加
入
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

　
８
月
以
前
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

も
、
拡
充
後
の
補
償
内
容
に
切
り
替
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
切
り
替
え
を
希

望
ま
た
は
検
討
さ
れ
る
場
合
は
、
各
支

所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

雪
害
に
備
え
て

拡
充
し
た
内
容
に

切
り
替
え
で
き
ま
す

園
芸
施
設
共
済

建 築 時 の 価 額建 築 時 の 価 額

★特約の付加は棟ごとに選択できます。❶❷の特約に係る掛金に国庫負担はありません。

【補償のイメージと掛金等の目安】 パイプハウス（パイプ径25.4mm)、
設置面積300㎡、農POを通年被覆している場合

施設の価額  85.9万円被覆材価額

31.9万円

ビニール

本体価額  54万円

ハウス本体(パイプのみ）

＋ ＝

58.9万円(時価額)
被覆材価額

31.9万円
本体価額  27万円(時価額)

＋ ＝
減価償却により50%まで減少

設置11年目なので設置11年目なので設置11年目なので設置11年目なので設置11年目なので設置11年目なので設置11年目なので
新品

支払対象となる損害額の基準を｢3万円(または共済価額の5％)｣｢10万円｣｢20万円｣｢50万円｣｢100万
円｣から選択できます。基準金額が高くなるほど、掛金は安くなります。｢3万円｣を選択するとき、特
約として「小損害不てん補1万円特約｣を付加することもできます。

※小損害不てん補の
　基準金額

復旧費用特約コース❷

付保割合追加特約コース❶

特約なし標準コース

＋ ＋ ＝

＋ ＝

＋ ＝

補償のコースを紹介

16,340円
(16,526円)

11,528円
(11,670円)

11,638円
(11,808円)

7,759円
(7,895円)

47.1
万円

補償額

58.9
万円

補償額

68.7
万円

補償額

85.9
万円

補償額

標準コースに本体の復旧費用を追加

オススメコース 付保割合追加 ❶ 復旧費用 ❷＋

（21.6万円）

（27万円） 2割部分 2割部分

（21.6万円） （21.6万円） 復旧費用部分 （25.5万円）

（25.5万円）

（31.9万円）

＋ ＋ ＝
（27万円） （27万円） （31.9万円）

標準コースに付保割合の残り2割を追加標準コースに付保割合の残り2割を追加

付保割合(補償割合)は8割を選択
小損害不てん補※(支払対象となる損害額の基準)は｢3万円(または共済価額の5%)｣で新規に加入
付保割合(補償割合)は8割を選択
小損害不てん補※(支払対象となる損害額の基準)は｢3万円(または共済価額の5%)｣で新規に加入

加 入 時 の 価 額加 入 時 の 価 額 ［設置11年目､被覆1年目の場合］

(  )
内
は
｢小
損
害
不
て
ん
補
1
万
円
特
約
｣を
付
加
し
た
場
合
の
掛
金

掛 金

掛 金

掛 金

掛 金

時価額の
8割を補償

時価額
まで補償

建築時の
8割を補償

建築時の価額まで補償

青
色
申
告
の
す
す
め

　
正
規
の
簿
記
（
複
式
簿
記
）
を
記
帳

し
、
確
定
申
告
書
に
貸
借
対
照
表
や
損

益
計
算
書
を
添
付
し
た
場
合
は
最
高
55

万
円
、
簡
易
な
方
式
の
場
合
は
最
高
10

万
円
を
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

青
色
申
告
の

主
な
特
典

正
規
の
簿
記
(複
式
簿
記
)…
仕
訳
帳
、

総
勘
定
元
帳
、
損
益
計
算
書
、
貸
借
対

照
表

簡
易
な
方
式
…
現
金
出
納
帳
、
売
掛

帳
、
買
掛
帳
、
経
費
帳
、
固
定
資
産
台

帳
を
整
備
し
、
日
々
の
取
引
を
残
高
ま

で
記
帳 青

色
申
告
に

必
要
な
書
類

❶
青
色
申
告
特
別
控
除

　
青
色
申
告
者
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶

者
や
親
族
な
ど
（
15
歳
以
上
）
で
、
青
色

申
告
者
の
事
業
に
従
事
し
て
い
る
人
に
対

し
、
支
払
っ
た
給
与
が
適
正
で
あ
れ
ば
、

必
要
経
費
に
算
入
で
き
ま
す
。

　
青
色
申
告
特
別
控
除
55
万
円
の
適
用
要
件

に
加
え
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
（
電
子

申
告
）
ま
た
は
電
子
帳
簿
保
存
を
行
う
と
、

一
定
の
要
件
の
も
と
、
事
業
所
得
等
の
金
額

か
ら
、
最
高
65
万
円
を
差
し
引
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

❷
青
色
事
業
専
従
者
給
与
の

　
必
要
経
費
算
入

詳
し
く
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

青色申告には
メリットが
たくさん！

　
純
損
失
の
金
額
が
生
じ
た
場
合
、
そ

の
損
失
額
を
翌
年
以
降
３
年
間
に
わ

た
っ
て
繰
り
越
し
て
、
各
年
分
の
所
得

金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
　
　
　
　  

【純
損
失
の
繰
越
し
】

　
ま
た
、
前
年
も
青
色
申
告
を
し
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
損
失
額
を
生
じ
た
年

の
前
年
に
繰
り
戻
し
て
、
前
年
分
の
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
　
　
　
　
　  

【純
損
失
の
繰
戻
し
】

❸
純
損
失
の

　
繰
越
し
と
繰
戻
し

　
青
色
申
告
を
新
た
に
始
め
る
に
は
、

青
色
申
告
を
し
よ
う
と
す
る
年
の
３
月

15
日
ま
で
に
、
「
所
得
税
の
青
色
申
告

承
認
申
請
書
」
に
必
要
な
事
項
を
記
載

し
、
所
轄
の
税
務
署
に
提
出
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
３
月
15
日
ま
で
に
申
請
書

を
提
出

令
和
３
年
分
か
ら
青
色
申
告
が
で
き
ま
す

　
日
々
の
取
引
を
所
定
の
帳
簿
に
記
帳

し
、
そ
の
記
帳
に
基
づ
い
て
正
し
い
申

告
を
す
る
こ
と
で
、
税
金
の
面
で
さ
ま

ざ
ま
な
特
典
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
、
節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
、
青
色
申
告
を
し
て
い

る
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

青
色
申
告
を

始
め
る
に
は

青
色
申
告
と
は

100-65＝35万円が

なります。
課税の対象に

昨年の所得が100万円の場合､複
式簿記かつe-Taxなどで青色申告
していれば､65万円が控除され

所轄の税務署に
提出する必要
があります。

届出書を

給与に関する
青色事業専従者
この特典を受けるためには、

特 集 険険入入保保収収 がおすすめです‼がおすすめです‼
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ
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皆
さ
ま
に
合
う
補
償
プ
ラ
ン
を
左
の
表

で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

事
故
の
際
の
臨
時
に
発
生
す
る
費
用
と
し
て
、

損
害
共
済
金
の
30
％
（
選
択
で
き
る
割
合
の
最

大
）
を
お
支
払
い
し
ま
す
。
(１
事
故
１
棟
当
た

り
２
５
０
万
円
が
限
度
で
す
）

建
物
、
家
具
類
お
よ
び
農
機
具
ご
と
の
損
害
額

が
30
万
円
以
下
の
損
害
に
つ
い
て
、
そ
の
実
損

額
を
お
支
払
い
し
ま
す
。
１
０
０
０
万
円
以
上

ご
加
入
の
場
合
に
付
帯
で
き
ま
す
。

　
家
畜
共
済
の
加
入
者
を
対
象
に
、
削

蹄
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、

押
印
の
上
「
削
蹄
師
に
よ
る
証
明
」
ま

た
は
「
削
蹄
代
金
領
収
書
（
ま
た
は
請

求
書
）
の
写
し
」
を
添
付
し
、
令
和
３

年
２
月
末
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
牛
の
転
入
、
転
出
や
死
亡
、
子
牛
の

出
生
な
ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
畜
共
済
事
業
や
診
療
業
務

の
円
滑
な
実
施
の
た
め
、
子
牛
へ
の
耳

標
の
早
期
装
着
お
よ
び
耳
標
が
欠
落
し

た
場
合
の
再
発
行
、
再
装
着
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

農
作
物
共
済

　
対
象
組
合
員
27
戸
へ
共
済
金
21
万
５

０
１
７
円
を
８
月
31
日
（
月
）
に
お
支

払
い
し
ま
し
た
。

　
被
害
申
告
さ
れ
た
全
て
の
皆
さ
ま

に
、
損
害
評
価
の
結
果
通
知
を
送
付
し

ま
し
た
。

　
農
家
の
皆
さ
ま
に
提
出
い
た
だ
い
た

｢令
和
３
年
産
　
麦
共
済
加
入
申
込
書
兼

変
更
届
出
書
」
の
内
容
に
基
づ
き
、
共
済

掛
金
等
を
計
算
し
「
令
和
３
年
産
　
麦
共

済
加
入
承
諾
書
兼
共
済
掛
金
等
払
込
通
知

書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
い

た
だ
き
、
期
限
内
に
共
済
掛
金
等
の
納
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
振
替
口
座
の
新
た
な
届
け
出
や
変
更
な

ど
は
、
各
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
納
入
期
限
】
令
和
３
年
１
月
31
日

令
和
２
年
産

麦
の
共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た

令
和
３
年
産

麦
の
共
済
掛
金
は

期
限
内
に
納
入
を

家
畜
共
済

削
蹄
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

家
畜
の
異
動
連
絡
は

速
や
か
に

間
後
)の
後
、
胎
子
が
出
て
き
ま
す
。

お
産
の
進
行
に
は
個
体
差
が
大
き

く
、
破
水
の
順
序
が
変
わ
っ
た
り
、

陣
痛
が
弱
か
っ
た
り
し
て
、
つ
い
介

助
し
て
あ
げ
た
く
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
強
引
な
け
ん
引
は
母
牛
を
痛
め

た
り
、
臍
帯
(へ
そ
の
緒
)が
早
く
切

れ
て
胎
子
が
弱
っ
た
り
、
思
わ
ぬ
事

故
を
招
き
ま
す
。
胎
子
が
お
腹
に
い

る
間
は
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
で
す
。

　
お
産
は
母
子
と
も
に
大
変
な
仕
事

で
す
が
、
生
理
現
象
で
す
。
お
産
を

正
し
く
理
解
し
て
、
焦
ら
ず
見
守
っ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
想

定
外
の
事
故
も
あ
り
ま
す
。
不
安
な

と
き
は
最
寄
り
の
家
畜
診
療
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
の
力
で

〝
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ 

Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
〞
を
迎

え
ま
し
ょ
う
。

　
畜
産
経
営
に
お
い
て
、
大
き
な
心

配
事
は
や
は
り
「
お
産
」
で
し
ょ

う
。
子
と
り
和
牛
(子
ど
も
を
産
む
た

め
に
飼
育
さ
れ
て
い
る
牛
)は
も
ち
ろ

ん
、
乳
牛
も
お
産
が
経
営
の
ス
タ
ー

ト
と
い
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
お
産
に
携
わ
る
農
家
の

方
々
は
、
出
産
予
定
日
が
近
く
な
る

と
四
六
時
中
気
を
使
っ
て
お
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
今
回
は
、
お
産
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
母
牛
は
出
産
が
近
づ
く
と
、
陰
部

や
子
宮
外
口
が
緩
む
な
ど
、
産
道
の

準
備
が
始
ま
り
ま
す
。
陣
痛
が
始
ま

る
と
、
そ
れ
ま
で
は
仰
向
け
だ
っ
た

胎
子
は
う
つ
伏
せ
に
寝
返
り
し
、
前

足
(逆
子
で
は
後
ろ
足
)を
伸
ば
し
、

産
道
へ
進
み
ま
す
。
陣
痛
も
強
く
な

り
、
一
次
破
水
、
二
次
破
水
(約
２
時

あ
な
た
の
ニ
ー
ズ
は

火
災
共
済
？
総
合
共
済
？

建
物
共
済

　
昨
年
、
全
国
各
地
で
大
雨
や
台
風
に

よ
り
保
管
中
の
米
や
果
実
な
ど
に
多
く

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
近
年
激
甚

化
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、

農
産
物
を
収
穫
し
た
後
、
建
物
で
の
保

管
中
や
出
荷
な
ど
の
運
送
中
に
生
じ
た

事
故
を
補
償
す
る
「
保
管
中
農
産
物
補

償
共
済
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

●
補
償
の
対
象

加
入
し
て
い
る
農
作
物
共
済
や
果
樹
共
済
、
畑
作

物
共
済
の
品
目
で
、
加
入
者
が
生
産
す
る
農
産
物

●
対
象
と
な
る
事
故

収
穫
後
の
風
水
害
、
雪
害
、
火
災
な
ど
の
災
害
や

盗
難
お
よ
び
運
送
中
の
墜
落
な
ど
の
事
故

※
野
積
み
な
ど
建
物
内
に
保
管
さ
れ
て
い
な
い

場
合
、
運
送
中
の
荷
崩
れ
お
よ
び
運
送
業
者

等
が
運
送
を
担
う
場
合
は
除
き
ま
す
。

●
加
入
方
式
と
共
済
掛
金

　 

(１
品
目
に
つ
き
１
口
１
０
０
万
円
当
た
り
）

Ａ
タ
イ
プ
…
出
荷
ま
で
の
一
時
的
な
保
管

　
　
　
　  

【
１
２
０
日
間
】
２
５
０
０
円

Ｂ
タ
イ
プ
…
自
家
販
売
な
ど
の
た
め
の

　
　
　
　
　
通
年
保
管
【１
年
間
】
６
５
０
０
円

詳
し
く
は
、
各
支
所
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

収
穫
後
の
備
え
は

大
丈
夫
で
す
か
？

　
自
然
災
害
も
対
象
と
な
る
総
合
共
済

へ
ご
加
入
の
場
合
、
地
震
保
険
部
分
に

つ
い
て
税
金
の
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
(用
途
に
よ
っ
て
は
、
控
除
の
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
)

　
該
当
の
方
に
は
、
｢地
震
保
険
料
控
除

対
象
共
済
掛
金
証
明
書
」
を
加
入
月
の

翌
月
に
郵
送
す
る
建
物
共
済
加
入
証
券

に
添
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
年
末
調
整

等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
加
入
証
券
送
付
前
に
証
明
書
が
必
要

な
方
は
、
各
支
所
等
へ
お
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

地
震
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

総
合
共
済
加
入
者
の

皆
さ
ま
へ

※それぞれのプランで「建物のみ」または「建物と家財」の加入が選べます。
※掛金は、普通物件・一般造・加入共済金額1,000万円、臨時費用担保特約は30％の場合です。

●❶
臨
時
費
用
担
保
特
約
(臨
費
特
約
)

●❷
小
損
害
実
損
塡
補
特
約
(小
損
害
特
約
)

さ
い
た
い

府
中
家
畜
診
療
所  

大
川 

雄
三

牛
の
お
産
の
話

火
事
、落
雷
が
心
配  【
火
災
共
済
】

自
然
災
害
も
心
配  【
総
合
共
済
】

主な災害
（対象となる事故）

付帯する特約 1年間の掛金

特
約
で
充
実
し
た
補
償
を
受
け
た
い

8,700円

8,260円

9,660円

7,400円

31,700円

30,930円

34,830円

28,000円

●火災　●落雷
●破裂･爆発
●建物外部からの
　物体の落下飛来等
●建物内部での
　車両の衝突等
●給排水設備の
　事故による水濡れ
●盗難による
　き損･汚損
●騒乱による破壊損害

●雪害
●風水害
●土砂崩れ
●地震
●噴火
●津波

は
い

い
い
え

は
い

い
い
え

臨費特約❶

小損害特約❷

臨費＋小損害
❶ ❷

仮住まい費用、各種証明
書の発行手数料など、臨
時の出費の備えに

30万円までの損害は
全額補償

臨費＋小損害
❶ ❷

臨費特約❶

小損害特約❷

仮住まい費用、各種証明
書の発行手数料など、臨
時の出費の備えに

30万円までの損害は
全額補償

プラン名

火災共済
臨費特約付き

火災共済
小損害
特約付き

火災共済
臨費・小損害
特約付き

火災共済
特約なし

おすす
め

総合共済
臨費・小損害
特約付き

総合共済
臨費特約付き

総合共済
小損害
特約付き

総合共済
特約なし

おすす
め

保
管
中
農
産
物

補
償
共
済

こ
ち
ら
の
金
額
を

申
告
し
て
く
だ
さ
い

2－○○○○○○○○－001

12

31,700 12,650

共 済 太 郎  様

見
本

2 10 23

2令和

令和

地震保険料控除対象共済掛金証明書

農業共済事業
お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ
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「最近は、この地域で青ネギを栽培する若
い方が増え、うれしいです」と沖田さん夫妻

沖
田 
順
三
さ
ん
（
81
）

　
　 愛
子
さ
ん
（
77
）

庄
原
市
西
城
町

あ
い  
こ

　
西
城
町
特
産
の
青
ネ
ギ
を
８
棟
の
ハ
ウ
ス（
13
・

５
㌃
）で
栽
培
し
て
い
ま
す
。も
と
も
と
は
露
地
で

栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、青
ネ
ギ
は
雨
風
に
弱
い
の

で
、35
年
ほ
ど
前
か
ら
ハ
ウ
ス
栽
培
に
変
更
し
ま
し

た
。収
穫
で
き
た
も
の
は
J
A
に
出
荷
し
、県
内
各

地
の
市
場
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
青
ネ
ギ
は
と
て
も
繊
細
な
た
め
、気
温
や
水
の

管
理
に
は
特
に
気
を
使
い
ま
す
。良
い
も
の
を
届

け
る
た
め
に
も
、毎
朝
、状
態
を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
ま
す
。

　
料
理
で
は
脇
役
の
薬
味
な
ど
で
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
で
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な
料
理
と
相
性
が
良

く
、食
卓
に
欠
か
せ
な
い
食
材
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
西
城
町
で
青
ネ
ギ
を
作
る

こ
と
を
生
き
が
い
に
、老
後
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

お
き  

た

じ
ゅ
ん
そ
う

今
回
の
食
材

青
ネ
ギ
と
ツ
ナ
の

漬
け
サ
ラ
ダ

　ネ
ギ
の
原
産
地
は
中
国
と
い
わ
れ
、
日
本
で

は
日
本
書
紀
に
記
載
が
あ
る
ほ
ど
古
く
か
ら
栽

培
さ
れ
て
い
る
野
菜
で
す
。
ネ
ギ
に
は
白
い
部

分
の
根
深
ネ
ギ
と
、
葉
の
部
分
で
あ
る
葉
ネ
ギ

が
あ
り
ま
す
。
関
東
は
白
い
部
分
を
、
関
西
は

葉
の
部
分
を
食
べ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、

昔
は
「
関
東
は
白
、
関
西
は
緑
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
で
は
使
い
方
に
よ
っ
て
選
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　薬
味
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
ネ
ギ
で

す
が
今
回
の
料
理
以
外
に
も
、
ぬ
た
、
サ
ラ

ダ
、
チ
ー
ズ
焼
き
、
お
焼
き
、
チ
ヂ
ミ
な
ど
料

理
の
主
役
と
し
て
も
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

公
益
社
団
法
人 

　
広
島
県
栄
養
士
会

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

材料（2人前）

青ネギ
　　ニンニク
　　ツナ缶(小）
Ａ　砂糖
　　酒
　　醤油
かんきつ類の果汁

1把(90g前後)
ひとかけ

1缶(70g)
大さじ1強

大さじ2
大さじ3

適量

作り方

青
ネ
ギ

❶ 青ネギは3cmの長さに切る。白い部分が太い
場合は縦半分に切る。

❷ニンニクはつぶす。鍋にＡの材料を入れてひ
と煮立ちさせ、粗熱を取る。

❸❶と❷を容器に入れ、重しをして１時間以上
漬ける。

❹器に盛って、かんきつ類の果汁をかける。

料理のポイント
★生のネギが苦手な方は、さっと茹でて調理して

ください。漬け込む時間を長くして挑戦してみ
ましょう。

★ツナがないときは、アサリやホタテ、魚缶など
旨味のある缶詰でも代用できます。また、ごま
油、ゴマ、鶏がらスープの素、しらす干しなど
を加えるのもおすすめです。

の
食
材
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

旬

＊
葉
ネ
ギ
は
カ
ロ
テ
ン
が
多
く
、緑
黄

色
野
菜
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。カ
リ

ウ
ム
、カ
ル
シ
ウ
ム
、ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、食

物
繊
維
が
豊
富
で
す
。

＊
ネ
ギ
特
有
の
辛
味
成
分
の
元
で
あ

る
ア
リ
シ
ン
は
、血
行
を
良
く
し
、体

を
温
め
る
作
用
や
疲
労
回
復
効
果
の

あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
吸
収
を
高
め

る
作
用
が
期
待
で
き
ま
す
。

一
口
メ
モ

青
ネ
ギ

調理時間

（漬け込む時間を除く）

10 分

第
8
回

豆

健
康

コ
ラ
ム

ま
め

を
指
摘
さ
れ
た
ら
赤
信
号
!

「
糖
尿
病
予
備
群
」

危
険
な

と
っ
て
も

読
者
の
声

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
農
業
へ
も
影
響
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
工
夫
し
て
い

る
経
営
の
紹
介
に
は
元
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

（
男
性
、
72
歳
）

●
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
、
毎
週
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
家
で
過
ご
す
時
間
が
長
い
今
、
ク
イ

ズ
を
解
く
の
が
良
い
気
分
転
換
に
な
っ
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　 

（
女
性
、
69
歳
）

●
台
風
被
害
の
続
報
な
ど
、
テ
レ
ビ
で
は
や
っ
て

い
な
い
全
国
の
農
家
さ
ん
の
様
子
が
分
か
る
の

で
、
あ
り
が
た
い
で
す
。    

（
女
性
、
32
歳
）

《試
し
読
み
お
よ
び
購
読
の

申
し
込
み
は
、
各
支
所
等
へ
》

２
カ
月
無
料
で
お
試
し

購
読
で
き
ま
す

●
毎
週
水
曜
日
発
行

　
年
間
購
読
料 

５
５
２
０
円

農
業
共
済
新
聞
を

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

農
業
共
済
新
聞
を

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

共
済
掛
金
等
の
納
入
は

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を

　
共
済
事
業
を
適
正
に
運
営
す
る
た
め
、組
合
員

の
皆
さ
ま
に
、共
済
掛
金
等
を
口
座
振
替
で
納
入

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、Ｊ
Ａ
、ゆ
う

ち
ょ
銀
行
、県
内
に
本
店
を
置
く
銀
行
な
ど
で
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

振
替
口
座
の
新
た
な
届
け
出
や
変
更
等
は
、各

支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

す
い

険
で
す
。
糖
質
も
大
事
な
栄
養
素
の
一

つ
で
す
か
ら
、
適
正
量
は
必
要
な
の
で

す
。
偏
っ
た
食
事
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　運
動
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
食
後
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
を

行
う
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。
筋
肉
が
食
後

に
増
え
た
血
液
中
の
糖
分
を
吸
収
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
消
費
し
て
く
れ
ま

す
。
肥
満
で
体
の
脂
肪
が
多
い
と
イ
ン

ス
リ
ン
の
働
き
が
悪
く
な
る
た
め
、
日

頃
か
ら
運
動
を
習
慣
に
し
て
脂
肪
燃

焼
・
筋
肉
維
持
を
図
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
　
　

  
 

協
力
／
株
式
会
社 

社
会
保
険
研
究
所

糖尿病型

正常型

正常高値

　食
後
に
一
時
的
に
高
く
な
っ
た
血
糖

値
は
、
膵
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る
「
イ
ン

ス
リ
ン
」
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
で

正
常
値
に
戻
り
ま
す
。
こ
の
イ
ン
ス
リ

ン
が
働
か
な
く
な
る
こ
と
で
、
血
糖
値

の
高
い
状
態
が
慢
性
化
す
る
の
が
糖
尿

病
で
す
。
糖
尿
病
に
な
る
と
や
が
て
恐

ろ
し
い
合
併
症
を
発
症
し
、
生
活
に
多

く
の
制
限
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　糖
尿
病
予
備
群
と
は
糖
尿
病
に
な
る

一
歩
手
前
の
状
態
。
自
覚
症
状
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
と

い
ず
れ
は
糖
尿
病
に
進
行
し
ま
す
。
糖

尿
病
予
備
群
の
段
階
で
生
活
習
慣
を
改

善
し
て
、
糖
尿
病
の
発
症
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
予
防
の
た
め
の
基
本
は
食
べ

過
ぎ
を
避
け
、
運
動
を
習
慣
に
し
、
体

重
を
減
ら
す
こ
と
。
肥
満
を
解
消
し
、

適
正
体
重
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

　糖
質
を
取
り
過
ぎ
る
と
糖
尿
病
に
な

る
か
ら
と
、
糖
質
制
限
で
ご
飯
な
ど
の

主
食
を
一
切
食
べ
な
い
と
い
う
人
が
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
極
端
な

食
生
活
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
危

100

0
1400 200

110

126

（mg/㎗）

（mg/㎗）

境界型
空腹時 /

食後高血糖（IFG/IGT）

血糖値が少し高いものの、まだ糖尿病の域には達していない境
界型、いわば、糖尿病のなりかけ状態が糖尿病予備群です。

糖尿病予備群

糖代謝異常の判定区分 日本糖尿病学会（2012）

空腹時血糖値が110～125mg/㎗
75gブドウ糖負荷後2時間の血糖値が140～199mg/㎗

のいずれかを満たしている人をいいます。

負荷後2時間血糖値

値
糖
血
時
腹
空

高
血
糖

週に１回､毎週水曜日に
農業共済新聞を
発行しています

●
週
刊
紙
で
あ
る
農
業
共
済
新
聞
で
は
、
そ
の

週
の
農
業
関
係
の
情
報
の
中
か
ら
、
最
も
重

要
な
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
上
げ
、
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

●
全
国
の
生
産
者
や
現
場
の
取
り
組
み
を
多
数

掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
ク
イ
ズ
や
料
理
の
レ
シ
ピ
、
読
者
の
投
稿
、

野
菜
栽
培
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
な
ど
、
幅

広
い
年
齢
層
の
方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。

●
最
終
ペ
ー
ジ
の
「
中
国
版
」
で
は
、
毎
号
広

島
県
の
方
が
紹
介
さ
れ
、
身
近
な
話
題
と
し

て
、
読
者
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

農
業
共
済
新
聞
の
特
長
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東広島市
　
ジ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ロ
ッ
プ
を
製
造
・
販
売
す

る
Ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｒ
　
Ｄ
ｉ
ａ
ｍ
ｏ
ｎ
ｄ
（
福

山
市
本
庄
町
中
）
で
は
、
同
市
駅
家
町
服
部

で
栽
培
さ
れ
る
「
は
っ
と
り
生
姜
」
を
使

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
品
を
商
品
化
し
て
い

ま
す
。
代
表
の
中
尾
圭
吾
さ
ん
（
50
）
は

「
は
っ
と
り
生
姜
は
繊
維
が
少
な
く
柔
ら
か

く
て
、
味
・
香
り
が
他
と
は
違
う
。
は
っ
と

り
生
姜
の
価
値
を
高
め
て
い
け
れ
ば
」
と
話

し
ま
す
。

は
っ
と
り
生
姜
と
の
出
会
い

　
中
尾
さ
ん
は
大
病
を

患
っ
た
際
に
、
漢
方
の
先

生
か
ら
「
体
を
温
め
る

シ
ョ
ウ
ガ
が
い
い
」
と
勧

め
ら
れ
、
シ
ロ
ッ
プ
作
り

を
始
め
ま
し
た
。
事
業
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
頃
、

シ
ョ
ウ
ガ
農
家
の
梅
田

祐
伸
さ
ん
（
67
）
に
出
会

い
ま
し
た
。

　
シ
ョ
ウ
ガ
を
栽
培
し
て

30
年
以
上
に
な
る
梅
田
さ

ん
は
、
駅
家
生
姜
生
産
部

会
の
部
会
長
を
務
め
、
自

身
で
は
20
㌃
で
シ
ョ
ウ
ガ

を
手
掛
け
て
い
ま
す
。

｢こ
の
辺
の
土
は
ミ
ネ
ラ

ル
が
豊
富
で
根
菜
が
よ
く

育
つ
。
柔
ら
か
く
て
お
い

し
い
シ
ョ
ウ
ガ
と
言
っ
て

も
ら
え
る
」
と
自
信
を
見

せ
ま
す
。

丁
寧
な
作
業
で
シ
ロ
ッ
プ
作
り

　
シ
ロ
ッ
プ
に
は
、
種
と
な
る
部
分
で
漢
方

で
も
薬
効
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
古
シ
ョ
ウ
ガ

と
、
収
穫
後
に
一
旦
寝
か
せ
た
囲
い
シ
ョ
ウ

ガ
を
使
い
ま
す
。
中
尾
さ
ん
は
「
収
穫
直
後

の
新
シ
ョ
ウ
ガ
に
比
べ
て
水
分
が
少
な
く
、

加
工
す
る
の
に
い
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
一
つ
一
つ
丁
寧
に
泥
を
落
と
し
、
皮
ご
と

ス
ラ
イ
ス
。
て
ん
さ
い
糖
に
漬
け
、
シ
ナ
モ

　
同
社
の
脇
智
美
さ
ん
（
44
）
は
落
花
生

に
つ
い
て
「
白
ネ
ギ
で
の
土
作
り
が
生
か

さ
れ
、
ふ
か
ふ
か
で
水
は
け
の
い
い
土
壌

が
落
花
生
と
相
性
が
い
い
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

　
落
花
生
は
一
株
に
約
５
０
０
㌘
の
実
を

付
け
る
と
い
い
、
収
穫
後
は
自
社
で

焙
煎
・
袋
詰
め
し
、
同
市
内
の
産
直
市
な

ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
か
ら

は
｢懐
か
し
い
味
。
地
元
の
落
花
生
が
食

べ
ら
れ
る
な
ん
て
」
と
驚
か
れ
た
と
い
い

ま
す
。

　
商
品
化
し
た
ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ
ー
で
関
東

へ
の
販
路
を
広
げ
「
東
広
島
の
落
花
生
を

全
国
に
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
脇
さ

ん
。
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
販
売
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
東
広
島
市
八
本
松
町
で
白
ネ
ギ
６
㌶
を

栽
培
す
る
「
ア
グ
リ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
株

式
会
社
（
脇
伸
男
代
表
＝
73
歳
）
」
は
、

連
作
障
害
の
対
策
と
し
て
、
２
０
１
８
年

か
ら
落
花
生
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
。
翌

年
に
は
、
落
花
生
の
可
能
性
に
つ
い
て
東

京
大
学
と
共
同
研
究
を
始
め
、
今
年
は
面

積
を
４
㌶
に
拡
大
し
ま
し
た
。

ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ
ー
で

販
路
拡
大
へ

　
17
棟
の
ハ
ウ
ス
で
ミ
ズ
ナ
を
栽
培

し
、
年
間
を
通
し
て
一
日
１
２
０
〜

１
８
０
㌔
を
広
島
市
中
央
卸
売
市
場

や
ス
ー
パ
ー
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

ミ
ズ
ナ
は
、
夏
は
早
く
て
27
日
、
冬

で
も
長
く
て
３
カ
月
と
い
う
短
い
周

期
で
収
穫
で
き
る
の
で
、
せ
っ
か
ち

な
私
に
向
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
群
馬
や
山
梨
、
広
島
市
安
佐
北
区

白
木
町
で
研
修
を
受
け
、
10
年
前
に

沼
田
町
で
就
農
し
ま

し
た
。

　
以
前
は
、
と
に
か

く
出
荷
量
を
増
や
す

こ
と
を
目
指
し
て

や
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
は
こ
の
規
模

を
維
持
し
つ
つ
、
一

つ
一
つ
の
ミ
ズ
ナ
の

品
質
を
上
げ
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
収
穫
を
終

え
る
ご
と
に
改
善
点
を
見
つ
け
、
土

壌
を
改
良
す
る
な
ど
対
処
し
て
い
ま

す
。

　
私
が
農
業
に
関
心
を
持
っ
た
の

は
、
２
０
０
３
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
留

学
し
、
広
大
な
小
麦
畑
を
見
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。
作
物
が
一
面
に

広
が
り
、
季
節
ご
と
に
変
化
し
て
い

く
姿
が
好
き
で
、
｢私
も
そ
ん
な
風
景

を
守
り
た
い
」
と
思
い
、
農
業
を
志

し
ま
し
た
。

　
葉
物
野
菜
は
回
転
が
速
く
毎
日
の

作
業
は
忙
し
い
で
す
が
、
そ
の
中
で

も
ひ
と
呼
吸
置
い
て
、
ミ
ズ
ナ
と
向

き
合
え
る
よ
う
に
余
裕
を
持
っ
た
栽

培
を
心
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
。

広
島
市
安
佐
南
区
沼
田
町

ミ
ズ
ナ
一
つ
一
つ
と

向
き
合
う

「自然の中で働けるのが気持ちいいで
す」と農業の魅力を話す山本さん

山
本 

真
也
さ
ん 

（
40
）

ば
い
せ
ん

地
元
産
シ
ョ
ウ
ガ
の
シ
ロ
ッ
プ

生
産
者
と
タ
ッ
グ

ン
や
瀬
戸
内
の
レ
モ
ン
を
加
え
て
煮
詰
め
て

こ
す
と
シ
ロ
ッ
プ
が
完
成
し
ま
す
。

さ
ら
な
る
普
及
を
目
指
し
て

　
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は
、
商
品
の
こ
と
を
直

接
お
客
さ
ん
に
説
明
し
ま
す
。
｢シ
ョ
ウ
ガ

へ
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
る
。
『甘
さ
控
え

め
が
欲
し
い
』
な
ど
の
声
で
種
類
は
増
え
て

い
る
。
も
っ
と
シ
ョ
ウ
ガ
を
研
究
し
た
い
」

と
中
尾
さ
ん
。

　
現
在
、
産
地
で
あ
る
高
知
県
な
ど
か
ら
も

仕
入
れ
て
い
ま
す
が
、
年
間
使
用
す
る
４
割

ほ
ど
が
同
部
会
の
は
っ
と
り
生
姜
で
す
。
商

品
の
中
で
も
、
米
と
一
緒
に
炊
く
「
生
姜
ご

は
ん
の
素
」
は
、
は
っ
と
り
生
姜
１
０
０
％

で
、
福
山
市
が
取
り
組
む
「
福
山
ブ
ラ
ン

ド
」
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
梅
田
さ
ん
は
「
生
産
者
が
減
っ
て
い
て
量

を
増
や
す
の
は
難
し
い
が
、
こ
れ
か
ら
も
商

品
開
発
な
ど
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
す
。

や
ま  

も
と

し
ん    

や

「ショウガは寒さに弱いので、霜が降りるまでに
収穫する」とショウガの畑で話す梅田さん

ジ
ン
ジ
ャ
ー

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ふ
る

ゆ
う
し
ん

福山市

「ショウガは海外でもはやっているというので、海外へも売り出していければ」と中尾さん

10月初旬に収穫した落花生

きれいに洗ったショウガをスライスする

地域の話題地域の話題

「無農薬で栽培した落花生を食べてみてください」と脇さん
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①宮島で多く見られる動物
②広島県の隣の県。日本昔話「も

も太郎」の舞台。オカ〇〇〇〇 
③例年、２日間にわたり行われる

関東地方の大学駅伝の競技会
で、一般的に呼ばれる名称

④運が開ける、すなわち幸運が訪
れること。めでたい単語　

　カ〇〇〇
⑤異なる言語を話す人たちの間

に入り、双方の言語を相手方の
言語へと変換し伝えること

⑥さまざまなリスクから農業経営
を守る収入保険の加入時に必
要なもの「〇〇〇〇申告」

⑦日常の交通手段として使われる
客船・貨客船のこと

⑧村上もとか原作、「現代の医師
が、もし幕末へタイムスリップし
たらどうなるか？」を描いた医
療時代劇漫画

①中国の海岸線の中央部に位置す
る同国最大の都市で世界的な金
融都市でもある

⑥カナダの作家Ｌ･Ｍ･モンゴメリ
が1908年に発表した長編小説。

　「赤毛の〇〇」
⑦ことわざ「笑う門には〇〇来たる」
⑨草や芝を刈り取るのに用いる農

具の一種
⑩落葉の前に葉の色が変わる現象のこと
⑪年月を経ること
⑫江戸時代を中心に発達した庶民

的な絵画
⑬家族だんらんのための部屋。茶

の間とも呼ばれる
⑭団体において、業務の執行機関

として役割を担う者の名称
⑮学生が企業などで実際に働いた

り、訪問したりする職業体験のこ
と。業務内容や働くことの理解を
深めることを目的としている

　「〇〇〇〇〇シップ」

タテのカギ ヨコのカギ

⑪

⑩

⑫

⑨

⑬ ⑭

⑯

⑮

① ⑤

⑥

⑧

④③

⑰

②

D

A

C

B

A B C D

⑦

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
お
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
た
よ
り

は
が
き
に
答
え
を
書
い
て

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

おもて うら

732－0052

広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

●
締
め
切
り

（
当
日
の
消
印
有
効
）

2
0
2
1
年

1
月
29
日（
金
）

※

当
選
者
の
発
表
は
、景
品
の

発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※

ご
意
見
・
ご
感
想
を
紙
面
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※

は
が
き
の
内
容
は
、景
品
の

発
送
と
紙
面
作
り
以
外
の

目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見
  ご感想など

63
円

今
年
は
本
当
に
コ
ロ
ナ
一
色
の
一
年
で
し
た
。
世
界
中

の
人
々
が
影
響
を
受
け
、
私
た
ち
の
生
活
も
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。
徐
々
に
で
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
以
前

の
よ
う
な
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
祈
る
ば
か
り
で
す
。

●
令
和
２
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
始
ま
り
自
粛
ば
か
り
で
す

が
、
田
舎
で
は
緑
い
っ
ぱ
い
の
中
、
外
に
出
る
と
気
分
も

ま
ぎ
れ
ま
す
。
ア
マ
ビ
エ
ち
ゃ
ん
、
コ
ロ
ナ
の
収
束
を
お

願
い
し
ま
す
。
ノ
ー
サ
イ
く
ん
も
が
ん
ば
っ
て
ね
！

庄
原
市
口
和
町
　
Ｔ
さ
ん
（
69
)

収
穫
時
は
手
袋
を
し
て
、
さ
ら
に
加
工
す
る
時
に
は
手

袋
と
マ
ス
ク
を
し
て
、
肌
に
触
れ
な
い
よ
う
に
徹
底
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
ほ
ど
激
辛
な
ト
ウ
ガ
ラ

シ
、
挑
戦
し
て
み
た
く
な
り
ま
す
よ
ね
！

●
激
辛
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
吉
岡
さ
ん
の
記

事
興
味
深
い
で
す
。
作
業
に
マ
ス
ク
着
用
と
い
う
の
も

び
っ
く
り
で
す
。
無
農
薬
も
g
oo
d
！

尾
道
市
吉
和
町
　
Ｋ
さ
ん
（
72
)

●
獣
害
対
策
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
設
置
方
法
は
、
イ

ノ
シ
シ
の
習
性
等
が
記
さ
れ
て
お
り
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
　  

東
広
島
市
黒
瀬
町
　
Ｋ
さ
ん
（
69
)

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
獣
害
対
策
を
し
て
お
ら

れ
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
考
に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組

み
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今回のプレゼント

Ginger Diamondの「体ぽかぽか生姜セット」
正解者の中から抽選で30名様にプレゼント

「地域の話題」で紹介した生姜製品専門店の国
産生姜を使用した「ジンジャーシロップ琥珀」、

「生姜ごはんの素（2合用)」、生姜のおやつ「いつ
でも生姜」をお届けします。

応
募
方
法

ヒ
マ
ワ
リ

※
応
募
い
た
だ
い
た
2
1
9
通
の

は
が
き
の
中
か
ら
厳
正
な
抽
選

を
行
い
、30
名
の
方
に
景
品
を
お

届
け
し
ま
す
。

前
回
の
答
え

HOT

エ タ ジ マ 　 ナ ハ
ビ 　 ハ カ セ 　 ニ
　 ゴ 　 オ キ ナ ワ
シ ー ツ 　 ニ ス
ヒ ヤ ク ニ ン 　 ト
ヨ 　 シ モ 　 ア リ
ウ ミ 　 ノ ー サ イ

　
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
て
オ

リ
ー
ブ
を
栽
培
し
て
い
る
江
田
島
市
。
近
隣
の
土
地

も
合
わ
せ
て
、
現
在
は
14
㌶
に
オ
リ
ー
ブ
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
江
田
島
オ
リ
ー
ブ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は

そ
の
中
心
と
な
り
、
栽
培
か
ら
加
工
、
レ
ス
ト
ラ
ン

経
営
、
オ
リ
ー
ブ
商
品
の
販
売
な
ど
「
広
島
産
オ

リ
ー
ブ
」
を
け
ん
引
し
て
い
ま
す
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
ピ
ザ
や
パ
ス
タ
な
ど
を
提
供
し

て
お
り
、
江
田
島
産
の
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
オ

リ
ー
ブ
の
収
穫
時
期
に
は
収
穫
体

験
も
で
き
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
が

で
き
る
ま
で
の
過
程
を
見
学
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
県
道
44
号
線
沿
い
で
赤
鬼
が
目
を
引
く
「
島
の
駅
　

豆
ヶ
島
」
は
、
大
正
15
年
創
業
の
徳
永
豆
腐
店
の
直
売
所

で
す
。
２
０
１
２
年
に
開
店
し
、
約
25
種
類
の
出
来
た
て

の
豆
腐
や
各
地
の
大
豆
商
品
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　
豆
腐
製
品
以
外
に
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
も
販
売
さ
れ
て

お
り
、
島
内
の
お
土
産
や
お
菓
子
も
買
う
こ
と
が
で
き
る

島
の
駅
で
す
。

　
徳
永
豆
腐
店
の
さ
ま
ざ
ま
な
味
の
豆
腐
は
、
島
内
の

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

老
舗
豆
腐
店
の
直
売
所

島
の
駅
　
豆
ヶ
島

ＮＯＳＡＩキャラクターの「ノーサイくん」が 、
地 域ならではの見 所などを訪ねて県内を散 策 。

今回は江田島 市 大 柿 町へ行ってきました。

江田島市大柿町 編

テ
ラ
ス
で
は

海
と
オ
リ
ー
ブ
の
木
を

見
な
が
ら
食
事
で
き
る
よ

テ
ラ
ス
で
は

海
と
オ
リ
ー
ブ
の
木
を

見
な
が
ら
食
事
で
き
る
よ

「人気の『日本一辛
い鬼壷豆腐』を一度
ご賞味ください」と４
代目の徳永隆也さん

人気の３品。７種類のオリーブオイルを自由にかけてさまざまな味を
楽しむことができます

イタリアのコンテストで12カ国100本
以上の中で１位を獲得したオリーブオ
イル「安芸の島の実 江田島搾り」

オ
リ
ー
ブ
の
６
次
化
複
合
施
設

江
田
島
オ
リ
ー
ブ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

江田島市大柿町飛渡瀬601-13
【TEL】0823-40-3038
【営業時間】11：00～16：00
【定休日】火曜日

有限会社 徳永豆腐店

江田島市大柿町大君862-3
【TEL】0823-57-5656
【営業時間】11：00～18：00  
【定休日】月曜日

江田島オリーブ
ファクトリー

487

36

44

44

487

300

呉
市

大柿町

江田島市役所

総合運動公園

121

487

35

島の駅 豆ヶ島

江田島
オリーブ
ファクトリー

早瀬大橋

487

盛
り
放
題
の

豆
乳
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
！

上
手
に
で
き
た
よ

盛
り
放
題
の

豆
乳
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
！

上
手
に
で
き
た
よ
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ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

企
業
を
装
う
メ
ー
ル
に
注
意
！

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
広
島
県
内
で
、
携
帯
電
話
会
社
を
装
っ

た
詐
欺
メ
ー
ル
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
の
連
絡
先
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
、
｢訴
訟
が
起
こ
さ
れ
て
い

る
」
と
言
わ
れ
て
お
金
を
要
求
さ
れ
、
コ

ン
ビ
ニ
の
電
子
マ
ネ
ー
や
宅
配
便
で
現
金

を
送
り
、
合
計
３
４
０
０
万
円
を
だ
ま
し

取
ら
れ
ま
し
た
。

●
電
話
や
メ
ー
ル
で
お
金
を
要
求
さ
れ
た
と
き
は

詐
欺
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
こ
の
よ
う
な
不
審
な
メ
ー
ル
が
届
い
て
も
、
絶

対
に
連
絡
先
に
問
い
合
わ
せ
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

広
島
県
警
防
犯
情
報

休みの日には、三原市のおじいちゃんの
家に集まって遊ぶ、行長勇人君（10）と篤人

君（８）兄弟（両端）、行長倖乃ちゃん（７）と侑己君
（３）姉弟（中央とその右）、元矢結唯ちゃん（３）。
いとこ同士の５人は、みんなとても仲良しです。

表紙写真紹介

第 号26
2020

三
次
市
東
河
内
町

岩
崎 
照
行
さ
ん（
75
）

い
わ 

さ
き

て
る  
ゆ
き

　
損
害
評
価
員
を
務
め
て
16
年
に
な
り

ま
す
。
損
害
評
価
は
農
家
間
で
公
平
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
と
て
も
重

要
な
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
個
人
農

家
が
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
農
家
の
考

え
方
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
評

価
す
る
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
近
年
は
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣
害
が

増
え
、
対
策
に
苦
労
す
る
農
家
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
地
域
農
業
が

発
展
し
て
い
け
る
よ
う
、
一
緒
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

　
獣
医
師
と
し
て
広
島
市
に
就
職
し
て

７
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
、
農
林

水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
で
牛
の
診
療
や
人

工
授
精
、
体
外
受
精
な
ど
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

　
写
真
と
ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
で
、
一
眼

レ
フ
の
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
写
真
を
撮
り

に
動
物
園
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着
い
た

ら
、
尾
道
の
千
光
寺
か
ら
望
む
景
色
や

猫
の
写
真
を
撮
り
に
行
き
た
い
で
す
。

児
森 
清
香
さ
ん
(30
）

こ

　も
り

さ
や  

か

広
島
市

き
ら
り

ご利用料金の
確認が

取れておりま
せん。

本日中に
03-〇〇〇〇-

〇〇〇〇

お客様サポー
ト迄

ご連絡下さい
。

ゆき なが  はや と あつ  と

ゆきながゆき の ゆう  き

もと   や     ゆ       い

特  

集 

収
入
保
険
が

お
す
す
め
で
す
!!

収
入
保
険
が

お
す
す
め
で
す
!!


